
稲沢高等学校が、水耕栽培のミニトマトで県ＧＡＰ認証を取得しました。認証書授与式では尾

張農林水産事務所澁木所長から宇佐美校長へ認証書が手渡されました。ＧＡＰに実際に取り組ん

だ園芸科３年生の水耕温室専攻班５名及び担当教諭が同席し、意見交換を行いました。 

農業改良普及課は、今年１月に同校２年生（現３年生）を対象にＧＡＰについての講義を実施

しました。それを受け、同校はＧＡＰへの取組を開

始し、同時に県ＧＡＰ認証取得を目指すこととなり

ました。農業改良普及課は同校に出向き、県ＧＡＰ

認証基準に適合しているかをチェックし、不適合項

目については改善指導を行いました。 

授与式後の意見交換の場では、生徒達から認証取

得のために取り組んだ様子について写真等による

紹介がありました。適合基準をクリアするために、

試行錯誤を繰り返しながら工夫を重ねたことがよ

く伝わってきました。 

農村生活アドバイザー協会海部支部会員（以下、アドバイザー）24 名が、ＪＡ愛知みなみの

輪菊選花施設「マムポート」を視察しました。アドバイザーは自動化された選花ラインや大型冷

蔵庫を視察した他、輪菊生産者から話を聞き、日本一の輪菊産地の取組と魅力ある農業経営の実

現について学びました。 

当日はセンター長から説明を受けながら、荷受、選別、水揚げ、箱詰め、保冷、出荷などの自

動化が進んだ工程を視察しました。アドバイザーは、

出荷形態、出荷先や具体的な消費先、マムポート職員

の勤務体系など、幅広くセンター長に質問していまし

た。また、出荷のためマムポートにいた生産者からも

話を聞くなど、意欲的に情報収集を行っていました。

生産者から「選花施設ができてからは自宅での選花

作業がなくなった。深夜まで出荷作業を行う両親の姿

を後継者に見せることがなくなったことは、後継者の

就農に良い影響を与えている」といった話もあり、ア

ドバイザーは高い関心を示していました。 

海 部 農村生活アドバイザーが輪菊選花施設を視察

と き 

ところ ＪＡ愛知みなみマムポートセンター（田原市）

令和元年７月２１日（水）

尾 張 稲沢高等学校で愛知県ＧＡＰ認証書授与式開催 

と き

愛知県立稲沢高等学校（稲沢市平野町）

令和元年９月２日（月） 

ところ

センター長から施設の説明を受ける会員 

前列左から 宇佐美校長、澁木所長 
後列左から 水耕温室専攻班３年生、担当教諭



常滑市では今年の４月に新市長が就任したことから、常滑市の農村生活アドバイザーが平成

24 年度以来７年ぶりに市長との農政懇談会を行いました。農村生活アドバイザーは、市長の農

政施策への想いを伺うとともに、農業を取り巻く現状を市長に伝える良い機会となりました。 

農村生活アドバイザーは、話題提供として自らの生産物の加工品を準備し、市長との農政懇談

会に臨みました。緊張の面持ちで市長公室に入りました

が、持参した加工品が潤滑油にもなり、和やかな雰囲気

で懇談会は進められました。 

懇談では、市長の農業施策に理解を深めるとともに、

農産物の消費拡大や食育において女性農業者の活動が期

待されていることが分かりました。 

市長との農政懇談会を契機に市と女性農業者が連携を

図る足掛かりとなり、女性農業者の活動が発展していく

ことが期待されます。 

ＪＡ西三河きゅうり部会は「労働改善」をテーマにきゅうり部会女性研修会を開催し７名が出

席しました。農業改良普及課から「スマート農業」の講義と、「トヨタ５Ｓの考え方と阿部梨園

の小さな改善事例」を紹介しました。この女性研修会は仲間づくりも目的に開催しており、講義

後には昼食会を行い、相互に情報交換を行いました。 

女性研修会は、平成 29 年から開始し、今年で３回目の開催となりました。 

「スマート農業」の講義では、西尾市においてＪＡ西三河などが国の事業を活用し、最先端の

技術を導入して、データをリアルタイムに活用し労働時間１割削減と単収３割向上を目指す現場

実証に取り組んでいることが説明されました。 

「トヨタの５Ｓの考え方と阿部梨園の小さな改善事例」の紹介では、栃木県宇都宮市の同園が

取り組んできた、200 項目以上の改善事例集から、出席者の興味を引ものを選び、紹介しました。 

参加者は、スマート農業技術を新鮮な思いで聞き、

特に、生産現場で自動で選果・個包装ができる機械

について高い関心を示しました。 

また自身が取り組みたい改善策として、「透明な

引き出しでの整理整頓」「ものの在りかの表示」

「キュウリ作業に適した手袋」などを挙げ、時間の

許す限り情報交換がされました。 

知 多 農村生活アドバイザー 常滑市長と農政懇談会を開催！

と き 

ところ 常滑市役所 市長公室（常滑市新開町） 

令和元年９月２日（月）

和やかに懇談する 
市長と農村生活アドバイザー 

西三河 ＪＡ西三河きゅうり部会女性研修会を開催

と き 

ところ ＪＡ西三河本店

令和元年８月９日（金）

野菜担当がスマート農業を説明 



「農村輝きネット･豊田加茂」及び「豊田みよし４Ｈクラブ」は、とよた産業フェスタ２０１

９の農林マーケットにブースを設けて出展しました。各ブースでは、ポスター展示による活動と

農産物紹介や農産物販売などを行い、豊田市の農業を広く市民にＰＲしました。 

「農村輝きネット」は、会員らが朝一番で収穫してきた野菜、花きのほか、米や加工品、五平

餅などを販売しました。来場者からの「どんな取組をしているの？」「この黒米の調理法は？」

などの質問に丁寧に応えながら、楽しい時を過ごしました。 

「４Ｈクラブ」は、米の販売や大型トラクターの乗車

体験などを行いました。トラクターには大人から子ども

まで多くの人が興味を示していました。写真を撮影した

り、実物に触れたりすることによって、農業に興味を持っ

てもらえたようでした。 

農業改良普及課は、計画段階から支援を行い、両会員

は、この出展を通して、地域農業や組織をＰＲすること

で、農業者への理解を図りながら、自らも楽しく有意義

な活動を行うことができました。 

ＪＡ愛知東夢山水生産部会（以下、部会）は、栽培終盤の適切な管理と適期収穫に向けた指導

会を開催しました。今作「夢山水」は出穂期が昨年に比べ４日程度遅くなり、出穂後は昨年同様

に高温で推移していたため、生産者は収穫時期に高い関心がありました。農業改良普及課は出穂

期や１か月予報等を提示し、部会員に対して黄化もみ率 85％での適期収穫を呼び掛けました。

酒米「夢山水」は、ＪＡ愛知東管内で約 30ha 栽培されており、このうち約 21ha（約 70％）を

ＪＡ愛知東夢山水生産部会が担っています。 

指導会で農業改良普及課は、気象概況・生育状況・農

作業安全・ＧＡＰ等の内容について情報提供を行いまし

た。特に出穂期に基づいた適期収穫で刈遅れ防止につい

て注意喚起を行い指導しました。 

また、見学会には「夢山水」に関わる酒造会社等のう

ち５社が参加し、生産ほ場の見学や生産者との意見交換

が行われました。酒造会社から「夢山水は酒米として扱

いやすい品種なので、今後も期待している」との発言が

あり、生産者の意欲は高まりました。 

新城設楽 「夢山水」栽培指導会・ほ場見学会を開催 

と き 

ところ ＪＡ愛知東 名倉店会議室及び現地ほ場（設楽町東納庫） 

令和元年８月２８日（水）

と き 

ところ 豊田スタジアム（豊田市千石町）

令和元年８月２４日（土）～２５日（日） 

とよた産業フェスタ 2019 に農業者組織がブース出展 豊田加茂 

「農村輝きネット・豊田加茂」の出展ブース

生産者と酒造会社によるほ場見学



「令和元年度あいちのぶどうコンテスト」において、豊橋市の鈴木升巳氏の「シャインマスカッ

ト」が、最高賞である農林水産大臣賞を受賞しました。出品された鈴木氏の「シャインマスカッ

ト」は、玉張りが良く良食味だったことと、房型の綺麗さが評価されました。 

愛知県果樹振興会主催の「令和元年度あいちのぶどうコンテスト」では、「巨峰」を始め県内

で 95 点出品されました。ＪＡ豊橋ぶどう部会では、出品 16

点のうち、２点が特選、３点が入選に選出されるなど、好

成績を上げました。鈴木氏は、省力化となるＧＡ１回処理

の導入や他生産者との情報交換など、日頃から技術や情報

の取得に積極的に取り組んでおり、このような研究熱心な

姿勢が今回の受賞につながりました。 

今年のぶどうは、７月上中旬の日照不足や８月の高温乾

燥を受け、棚もちが悪く糖度不足となりやすい条件でした。

そのような状況にもかかわらず、生産者は、細やかな管理

作業を心掛け、外観、品質とも優れた果実が出品されまし

た。 

渥美養豚研究会は、豚コレラ発生による消費への影響が懸念される中、田原産豚肉の消費拡大

を目的に消費者交流会を開催しました。養豚に関するクイズや、地元アイドルによるパフォーマ

ンス、田原産豚肉を使ったローストポークや豚の角煮の試食、精肉や加工品の販売などが行われ

ました。多くの消費者が訪れ、盛況でした。 

交流会はあいちの豚肉応援キャラバンとの同時開催で行いました。 

当日は、天候にも恵まれ多くの来場者があり用意した

食材は完売しました。風評被害の払拭に向け、消費者と

の交流ができました。 

渥美養豚研究会は、昭和 60 年８月に若手養豚農家の育

成の場として設立された研究会組織で、親睦や技術の研

さんと地域養豚の発展を目的に活動しています。今後、

豚コレラからの経営再開や消費拡大に重点を置いて活動

していきます。 
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「ネット農業あいち」（http://www.pref.aichi.jp/nogyo-keiei/nogyo-aichi/index.html）

東三河 あいちのぶどうコンテストで豊橋の生産者が大臣賞を受賞

と き 

ところ 久屋大通庭園フラリエ（名古屋市中区）

令和元年８月２０日（火）

田 原 豚肉を楽しく食べよう「VIVA！豚フェスタ」開催！

と き 

ところ 道の駅田原めっくんはうす（田原市） 

令和元年８月１１日（日）

農林水産大臣賞を受賞した 
「シャインマスカット」 

田原産豚肉の販売 


